
（ 5. 2. 1 ）　　館林市議会だより（4）

食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る

負
担
増
を
踏
ま
え
、
特
に
家
計

へ
の
影
響
が
大
き
い
低
所
得
者

へ
給
付
金
の
支
給
を
行
う
、
電

力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
緊
急
支
援
給
付
金
事
業
を
実

施
す
る
た
め
、
歳
入
歳
出
予
算

に
４
億
２
６
０
６
万
円
を
追
加

し
た
補
正
予
算
の
専
決
処
分
に

つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
に
対
し
承
認
を

求
め
ら
れ
た
も
の
で
、
全
員
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
４
年

度
館
林
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）
＝
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
な
が

ら
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

て
い
る
市
民
及
び
事
業
所
を
支

援
す
る
た
め
に
、
全
市
民
を
対

象
に
１
人
当
た
り
３
０
０
０
円

の
ク
オ
カ
ー
ド
の
配
付
、
ま
た
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
事
業

者
・
民
間
保
育
所
等
・
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
等
へ
の
支
援
金

の
支
給
な
ど
、
電
力
・
ガ
ス
・

食
料
品
等
価
格
高
騰
対
策
事
業

を
実
施
す
る
た
め
、
歳
入
歳
出

予
算
に
３
億
１
３
２
５
万
４
０

０
０
円
を
追
加
し
た
補
正
予
算

の
専
決
処
分
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

に
対
し
承
認
を
求
め
ら
れ
た
も

の
で
、
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

補
正
予
算

▽
令
和
４
年
度
館
林
市
一
般　

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
＝

国
県
支
出
金
の
内
示
、
寄
附
金

の
受
入
れ
に
伴
う
予
算
化
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
の
影
響
に

伴
う
光
熱
水
費
の
追
加
、
ま
た
、

当
面
予
算
措
置
を
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
補
正
す
る
た
め
、
８

億
６
１
２
６
万
３
０
０
０
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
２
０
億
１
０

４
５
万
３
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

追
加
議
案

▽
令
和
４
年
度
館
林
市
一
般　

会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
＝

職
員
の
給
与
改
定
、
退
職
手
当

の
追
加
、
人
事
異
動
に
伴
う
職

員
給
与
の
組
替
え
な
ど
に
よ
り
、

２
８
８
７
万
４
０
０
０
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
３
１
９
億
８
１
５

７
万
９
０
０
０
円
と
す
る
も
の

で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

▽
令
和
４
年
度
館
林
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）＝
職
員
の
給
与
改
定
、

人
事
異
動
に
伴
う
職
員
給
与
の

組
替
え
な
ど
に
よ
る
職
員
人
件

費
の
補
正
の
た
め
、
３
９
１
万

１
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

82
億
１
８
２
４
万
３
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
令
和
４
年
度
館
林
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
＝
職
員
の
給
与
改
定
、
人

事
異
動
に
伴
う
職
員
給
与
の
組

替
え
な
ど
に
よ
る
職
員
人
件
費

の
補
正
の
た
め
、
１
０
２
８
万

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
71
億
１
７

１
２
万
８
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

▽
令
和
４
年
度
館
林
市
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

＝
職
員
の
給
与
改
定
、
人
事
異

動
に
伴
う
職
員
給
与
の
組
替
え

に
よ
る
職
員
人
件
費
の
補
正
の

た
め
、
収
益
的
収
支
予
算
に
お

い
て
は
、
１
１
８
万
７
０
０
０

円
を
追
加
し
、
13
億
８
１
６
９

万
円
と
し
、
資
本
的
支
出
予
算

に
お
い
て
は
、
31
万
７
０
０
０

円
を
追
加
し
、
12
億
７
４
３
２

万
１
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

▽
館
林
市
議
会
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例
＝
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
よ
り
、
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が

改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
議

会
独
自
で
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例
を
設
け
る
必
要
が

生
じ
た
こ
と
か
ら
、
本
条
例
を

制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
の
審
議
結
果

▽
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

実
現
の
た
め
人
員
増
と
処
遇
改

善
を
求
め
る
請
願
書
＝
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
る
「
医
療
崩
壊
」
や
「
介

護
崩
壊
」
の
原
因
と
な
っ
た
医

療
や
介
護
職
員
の
人
手
不
足
の

解
消
の
た
め
、
ま
た
、
自
然
災

害
や
新
た
な
感
染
症
に
備
え
る

た
め
、
そ
の
対
策
の
中
心
と
な

る
公
立
・
公
的
病
院
や
保
健
所

の
拡
充
な
ど
機
能
強
化
を
強
く

求
め
る
た
め
、「
医
師
・
看
護
師
・

介
護
職
員
な
ど
の
配
置
基
準
の

抜
本
的
な
見
直
し
に
よ
る
大
幅

増
員
と
安
定
し
た
人
員
確
保
の

た
め
の
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ

を
支
援
す
る
こ
と
」「
医
療
や

介
護
現
場
に
お
け
る
夜
勤
交
代

制
労
働
に
関
わ
る
労
働
環
境
を

抜
本
的
に
改
善
す
る
こ
と
」「
新

た
な
感
染
症
や
災
害
対
策
に
備

え
る
た
め
、
公
立
・
公
的
病
院

の
拡
充
・
強
化
や
保
健
所
の
増

設
な
ど
の
公
衆
衛
生
体
制
を
拡

充
す
る
こ
と
」「
患
者
・
利
用

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
」

以
上
の
４
つ
の
請
願
項
目
に
つ

い
て
、
国
に
対
す
る
意
見
書
を

決
議
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の

で
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数

に
よ
り
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

マンホールの蓋


